
素原子が有する安定化効果、mimic効果、極性効果といった特異な性質を利用して、生理活性作用や効果の増強、新規機能の発現などを期待した方法であり、事実、効果的な含フッ素新規化合物が数多く見出され、上市されてきている

１,２） 。その

構造から、ピリジン環の置換基と対塩Xの種類によっ

て様々な組み合わせが考えられる。一方、N-フルオロ

ピリジニウム塩型フッ素化剤のフッ素化力は、ピリジ





3．N-フルオロピリジニウム塩の製法

Meinertらは、1965年に、フロン11を溶媒とし

て、－80℃の低温下に、窒素で希釈したフッ素ガスと

ピリジン（Py）とを反応させると、Py・F2付加体が






